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１．はじめに
　米国のプロジェクトマネジメントの知識体系
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の知識体系である P2M（Project & Program 





トマネジメント協会， 2014, p. 257）と定義さ
れ，WBS により階層的に明確化された活動は
スコープと称される（日本プロジェクトマネジ
メント協会， 2014, p. 261）。
　図表 1 は，ソフトウェア開発プロジェクトに






トマネジメント協会， 2014, p. 262）。
図表 1　ソフトウェア開発プロジェクトの WBS の例
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的には，WBS におけるレベル 1 もしくはレベ
ル 2 の階層に責任者が配置されることが一般的
である（日本プロジェクトマネジメント協会 , 
2014, pp. 261-263）。この WBS 上において責任
者が配置される任意の階層およびポイントは，
コントロールアカウントとも称される（Project 



















































































tensen, 1993, 1994, 1996, 1998; Fleming and 
Koppelman, 1998; Kim et al., 2003; Lipke et 
al., 2009）が蓄積されている技法であるが，近
年では，管理会計領域でも注目されはじめた（大

















































































スラックの肯定的側面（Davila and Wouters, 
2005; Dunk, 1995; Merchant and Manzoni, 














法を採用しているが（Thompson and Perry, 
1992），一方で積算根拠に乏しく客観性に欠け































































































































































































anced Scorecard）の研究（e. g. Nicolini et al.; 
































6 　後述するように，第 2 ステップで見積もられ
た予備費は，第 3 から第 5 ステップにかけて実
施されるレビューを通じて，増額・減額される
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